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1点目は「競争力ある資産ポートフォリオの構築」

エネルギー市況が今後上下動していく中でも、継続的に収益貢献ができる下方耐
性の強いポートフォリオを作る

2点目は「中～下流・エネルギーValue Chainの展開」

当社参画事業からの生産物を中心とした有利販売や物流インフラの事業機会創出
。
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2019年3月期は、市況上昇の他、前期の一過性反動あり、増益。

2020年3月期では、開発中の案件が生産開始する事等により利益を積み増し金
属資源･ｴﾈﾙｷﾞｰ合わせて2,400億円の当期利益を計画。
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生産量は緩やかな上昇を見込む。

埋蔵量は、ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸLNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの最終投資決断を主因に、2020年3月期にか
けて大きく増加する見通し。

LNG持分生産能力は、足元では約500万ﾄﾝの生産能力が、2020年3月期には
Cameronﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの立ち上げにより、約900万ﾄﾝ程度まで増加。

これは日本の年間輸入量の10％に相当。
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当社は20年来、豪州E&P事業を拡充、知見を蓄積してきた。

AWEが保有するWaitsiaは過去40年で発見された最大の陸上ガス田。

獲得したオペレーター機能でグローバルベースの機能強化と価値向上を図る。
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近年の新規開発ガス田としては世界最大規模。当社は10年前からAnadarko社と
共に事業化に尽力。 昨年LNG特別法が成立、液化プラント建設予定地の住民移
転も開始、今年2月には開発計画承認、FIDに向けて着実に進捗中。

7



米国ルイジアナ州のCameron LNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは2019年の生産開始に向けて液化
設備を建設中。

当社は他ﾊﾟｰﾄﾅｰと共同で福島県相馬市に新設ｶﾞｽ火力発電所を立ち上げる計画で
あり、当社権益LNGを供給し、電力販売に繋げる方針。

世界的にLNG需要増加が見込まれる中、中下流のValue Chain展開を図る。
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原油案件としては、1年前倒しで生産開始を発表した米国メキシコ湾のKaikias。
中経期間中に生産開始を予定している西ヨーロッパ最大のイタリア陸上油田
Tempa Rossa、西豪州沖合のGreater Enfiled。

LNGはロシアのサハリンIIの第三系列、西豪州Browsガス田を推進中。両案件と
もに既存設備を活用してコスト競争力あり。
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